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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）によるセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のための方法で
前記ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）に採用された方法であって、
　ユーザ装置（ＵＥ）のために帯域幅の一部分を予約することと、
　帯域幅の前記予約部分についての通知を少なくとも１つの干渉する可能性がある進化型
ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信することと、ここで前記少なくとも１つの干渉する可能
性がある進化型ノードＢ（ｅＮＢ）は、自己組織化ネットワーク（ＳＯＮ）サーバを介し
て識別され、そして前記ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）により認識されている、
　帯域幅の前記予約部分を使用して前記ＵＥとのデータ交換を実行することと、
　前記ＵＥが所定の期間非アクティブであるときに、帯域幅の前記予約部分を解放する通
知を前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮＢに対して送信することと、
　を備える方法。
【請求項２】
　帯域幅の前記予約部分を解放する前記通知は、前記ＵＥとの前記データ交換が、停止し
ているときに、送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　帯域幅の前記予約部分を解放する前記通知は、前記ＵＥが、アイドルモードに入るとき
に、送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記ＨｅＮＢは、バックホール接続を通して前記少なくとも１つの干渉する可能性があ
るｅＮＢと通信する、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＨｅＮＢは、Ｘ２リンクを通して前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮ
Ｂと通信する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮＢは、別のＨｅＮＢを備える、請求項
１に記載の方法。
【請求項７】
　セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のために構成されたホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）で
あって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、そして
　前記メモリに記憶される命令と、
　を備え、前記命令は、前記プロセッサによって、
　ユーザ装置（ＵＥ）のために帯域幅の一部分を予約するように、
　帯域幅の前記予約部分についての通知を少なくとも１つの干渉する可能性がある進化型
ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信するように、ここで前記少なくとも１つの干渉する可能
性がある進化型ノードＢ（ｅＮＢ）は、自己組織化ネットワーク（ＳＯＮ）サーバを介し
て識別され、そして前記ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）により認識されている、
　帯域幅の前記予約部分を使用して前記ＵＥとのデータ交換を実行するように、そして
　前記ＵＥが所定の期間非アクティブであるときに、帯域幅の前記予約部分を解放する通
知を前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮＢに対して送信するように、
　実行可能である、ＨｅＮＢ。
【請求項８】
　帯域幅の前記予約部分を解放する前記通知は、前記ＵＥとの前記データ交換が停止して
いるときに、送信される、請求項７に記載のＨｅＮＢ。
【請求項９】
　帯域幅の前記予約部分を解放する前記通知は、前記ＵＥがアイドルモードに入るときに
、送信される、請求項７に記載のＨｅＮＢ。
【請求項１０】
　前記ＨｅＮＢは、バックホール接続を通して前記少なくとも１つの干渉する可能性があ
るｅＮＢと通信する、請求項７に記載のＨｅＮＢ。
【請求項１１】
　前記ＨｅＮＢは、Ｘ２リンクを通して前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮ
Ｂと通信する、請求項７に記載のＨｅＮＢ。
【請求項１２】
　前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮＢは、別のＨｅＮＢを備える、請求項
７に記載のＨｅＮＢ。
【請求項１３】
　セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のための装置であって、
　ユーザ装置（ＵＥ）のために帯域幅の一部分を予約するための手段と、
　帯域幅の前記予約部分についての通知を少なくとも１つの干渉する可能性がある進化型
ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信するための手段と、ここで前記少なくとも１つの干渉す
る可能性がある進化型ノードＢ（ｅＮＢ）は、自己組織化ネットワーク（ＳＯＮ）サーバ
を介して識別され、そして前記ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）により認識されている
、
　帯域幅の前記予約部分を使用して前記ＵＥとのデータ交換を実行するための手段と、
　前記ＵＥが所定の期間非アクティブであるときに、帯域幅の前記予約部分を解放する通
知を前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮＢに対して送信するための手段と、
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　を備える装置。
【請求項１４】
　帯域幅の前記予約部分を解放する前記通知は、前記ＵＥとの前記データ交換が、停止し
ているときに、送信される、請求項１３に記載の装置。
【請求項１５】
　セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のために構成されたワイヤレスデバイスのためのコンピュ
ータプログラムプロダクトによって使用されるコンピュータ可読媒体であって、前記コン
ピュータ可読媒体は命令を格納し、前記命令は、
　ユーザ装置（ＵＥ）のために帯域幅の一部分を予約するためのコードと、
　帯域幅の前記予約部分についての通知を少なくとも１つの干渉する可能性がある進化型
ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信するためのコードと、ここで前記少なくとも１つの干渉
する可能性がある進化型ノードＢ（ｅＮＢ）は、自己組織化ネットワーク（ＳＯＮ）サー
バを介して識別され、そして前記ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）により認識されてい
る
　帯域幅の前記予約部分を使用して前記ＵＥとのデータ交換を実行するためのコードと、
　前記ＵＥが所定の期間非アクティブであるときに、帯域幅の前記予約部分を解放する通
知を前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮＢに対して送信するためのコードと
、　を備える、コンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本願は、発明者がアレクサンダーダムンジャノヴィク(Aleksandar Damnjanovic)の「フ
ェムトセルのための干渉管理(Interference Management for Femto Cells)」についての
２００８年４月１６日に出願された米国仮特許出願第６１／０４５，５４９号に関連して
おり、そしてその優先権を主張するものである。
【技術分野】
【０００２】
[関連出願]
　本願は、発明者がアレクサンダーダムンジャノヴィク(Aleksandar Damnjanovic)の「フ
ェムトセルのための干渉管理(Interference Management for Femto Cells)」についての
２００８年４月１６日に出願された米国仮特許出願第６１／０４５，５４９号に関連して
おり、そしてその優先権を主張するものである。
【０００３】
[分野]
　本開示は、一般にワイヤレス通信システムに関する。より詳細には、本開示は、アップ
リンクおよびダウンリンクのセル間干渉調整のための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００４】
　ワイヤレス通信システムは、それによって世界中の多数の人々が通信するようになって
きている重要な手段になってきている。ワイヤレス通信システムは、いくつかの移動局に
ついての通信を提供することができ、これらの移動局のおのおのは、基地局によってサー
ビスされることができる。
【０００５】
　展開される移動局の数が増大するにつれて、適切な帯域幅の利用についての必要性は、
より重要になる。さらに、半自律の(semi-autonomous)基地局の導入は、既存の基地局と
の干渉を生成する可能性がある。セル間干渉調整(Inter-cell interference coordinatio
n)（ＩＣＩＣ）は、半自律の基地局の導入に起因した干渉の低減または除去を提供するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【０００６】
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【図１】図１は、複数のユーザ装置(user equipments)（ＵＥ）と、ホーム進化型ノード
Ｂ(home evolved nodeB)（ＨｅＮＢ）と、進化型ノードＢ(evolved nodeB)（ｅＮＢ）と
、中継ノードと、コアネットワークと、を有するワイヤレス通信システムを示している。
【図２】図２は、マクロ－ｅＮＢと複数のＨｅＮＢとを有するワイヤレス通信システムで
ある。
【図３】図３は、アップリンクＩＣＩＣのための、ＵＥと、２つ以上のｅＮＢとの間の送
信スキーム(scheme)を示している。
【図４】図４は、ＨｅＮＢによるアップリンクＩＣＩＣの一方法を示す流れ図である。
【図４Ａ】図４Ａは、図４の方法に対応する機能手段ブロック(means-plus-function blo
cks)を示している。
【図５】図５は、ダウンリンクＩＣＩＣのための、ＵＥと、移動性管理エンティティ(mob
ility management entity)（ＭＭＥ）と、２つ以上のｅＮＢとの間の送信スキームを示し
ている。
【図６】図６は、ＨｅＮＢによるダウンリンクＩＣＩＣのための一方法を示す流れ図であ
る。
【図６Ａ】図６Ａは、図６の方法に対応する機能手段ブロックを示している。
【図７】図７は、ＵＥによるダウンリンクＩＣＩＣのための一方法を示す流れ図である。
【図７Ａ】図７Ａは、図７の方法に対応する機能手段ブロックを示している。
【図８】図８は、ＵＥによるダウンリンクＩＣＩＣのための別の方法を示す流れ図である
。
【図８Ａ】図８Ａは、図８の方法に対応する機能手段ブロックを示している。
【図９】図９は、ダウンリンクＩＣＩＣのための、ＵＥと、制限されたＨｅＮＢと、１つ
または複数の無制限のｅＮＢとの間の送信スキームを示している。
【図１０】図１０は、ｅＮＢによるダウンリンクＩＣＩＣのための一方法を示す流れ図で
ある。
【図１０Ａ】図１０Ａは、図１０の方法に対応する機能手段ブロックを示している。
【図１１】図１１は、ダウンリンクＩＣＩＣのための、ＵＥと、ＨｅＮＢと、１つまたは
複数の無制限のｅＮＢとの間の送信スキームを示している。
【図１２】図１２は、本方法および本装置で使用するためのＵＥの様々なコンポーネント
を示すブロック図である。
【図１３】図１３は、本方法および本装置で使用するためのｅＮＢの様々なコンポーネン
トを示すブロック図である。
【図１４】図１４は、ＵＥ内に含まれることができるある種のコンポーネントを示してい
る。
【図１５】図１５は、ｅＮＢ内に含まれることができるある種のコンポーネントを示して
いる。
【発明を実施するための形態】
【０００７】
　ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）によるセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のための一方法
が、開示される。帯域幅の一部分が、ユーザ装置（ＵＥ）のために予約される(reserved)
。帯域幅の予約部分(reserved portion)についての通知が、少なくとも１つの干渉する可
能性がある(potentially interfering)進化型ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信される。
データ交換が、帯域幅の予約部分を使用してＵＥを用いて実行される。帯域幅の予約部分
を解放する通知が、その少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮＢに対して送信され
る。
【０００８】
　帯域幅の予約部分を解放する通知は、ＵＥとのデータ交換が停止しているときに、ある
いはＵＥがアイドルモード(idle mode)に入るときに、送信されることができる。
【０００９】
　少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮＢは、自己組織化ネットワーク(self orga
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nizing network)（ＳＯＮ）サーバを通して識別されることができる。ＨｅＮＢは、バッ
クホール接続(backhaul connection)および／またはＸ２リンクを通して、少なくとも１
つの干渉する可能性があるｅＮＢと通信することができる。少なくとも１つの干渉する可
能性があるｅＮＢは、別のＨｅＮＢであってもよい。
【００１０】
　ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）によるダウンリンクのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）
のための一方法もまた、開示される。データ交換は、ユーザ装置（ＵＥ）を用いて実行さ
れる。測定報告が、受信される。送信パワーは、第１のスルーレートで低減される。送信
パワーは、第２のスルーレートで増大される。
【００１１】
　タイマが、開始されることができる。タイマが経過しているかどうかが、決定されるこ
とができ、そしてタイマが経過しているときに、送信パワーは、第２のスルーレートで増
大されることができる。
【００１２】
　ＨｅＮＢは、制限されたＨｅＮＢとすることができる。ＵＥは、ＨｅＮＢについての閉
鎖的な加入者グループ(closed subscriber group)（ＣＳＧ）に属していない可能性があ
る。
【００１３】
　測定報告は、ＵＥから受信されることができる。別のコンフィギュレーションにおいて
は、測定報告は、進化型ノードＢ（ｅＮＢ）から受信されることができる。ｅＮＢは、干
渉する可能性があるｅＮＢ、または干渉する可能性があるＨｅＮＢとすることができる。
【００１４】
　ユーザ装置（ＵＥ）によるダウンリンクのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のための一方法
が、開示される。受信信号強度が、ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）について測定され
る。測定報告が、作成される。測定報告は、ＨｅＮＢについての受信信号強度を含んでい
る。測定報告は、第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信される。
【００１５】
　第１のｅＮＢは、ＨｅＮＢとすることができる。ＨｅＮＢの再選択が、実行されること
ができる。アクセスプロシージャが、１度目に(for a first time)ＨｅＮＢを用いて実行
されることができる。移動性管理エンティティ（ＭＭＥ）が、登録されることができる。
ページが、ＭＭＥから受信されることができる。アクセスプロシージャは、２度目にＨｅ
ＮＢを用いて実行されることができる。ＵＥは、測定報告をＨｅＮＢに対して送信する前
に、２度目にＨｅＮＢを用いてアクセスプロシージャを実行することができる。ＨｅＮＢ
の再選択を実行することは、ＨｅＮＢからのダウンリンク信号が、第２のｅＮＢからのダ
ウンリンク信号と干渉しているので、起こることができる。
【００１６】
　セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のために構成されたホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）も
また、開示される。ＨｅＮＢは、プロセッサと、そのプロセッサと電子通信しているメモ
リと、を含む。実行可能命令が、メモリに記憶される。帯域幅の一部分が、ユーザ装置（
ＵＥ）のために予約される。帯域幅の予約部分についての通知が、少なくとも１つの干渉
する可能性がある進化型ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信される。データ交換が、帯域幅
の予約部分を使用してＵＥを用いて実行される。帯域幅の予約部分を解放する通知が、干
渉する可能性があるｅＮＢに対して送信される。
【００１７】
　ダウンリンクのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のために構成されたホーム進化型ノードＢ
（ＨｅＮＢ）が、さらに開示される。ＨｅＮＢは、プロセッサと、そのプロセッサと電子
通信しているメモリと、を含む。実行可能命令が、メモリに記憶される。データ交換が、
ユーザ装置（ＵＥ）を用いて実行される。測定報告が、受信される。送信パワーが、第１
のスルーレート(slew rate)で低減される。送信パワーは、第２のスルーレート(slew rat
e)で増大される。
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【００１８】
　ダウンリンクのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のために構成されたユーザ装置（ＵＥ）も
また、開示される。ＵＥは、プロセッサと、そのプロセッサと電子通信しているメモリと
、を含む。実行可能命令が、メモリに記憶される。受信信号強度が、ホーム進化型ノード
Ｂ（ＨｅＮＢ）について測定される。測定報告が、作成される。測定報告は、ＨｅＮＢに
ついての受信信号強度を含んでいる。測定報告は、第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）に対
して送信される。
【００１９】
　セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のための装置もまた、開示される。本装置は、ユーザ装置
（ＵＥ）のために帯域幅の一部分を予約するための手段を含んでいる。本装置は、少なく
とも１つの干渉する可能性がある進化型ノードＢ（ｅＮＢ）に対して帯域幅の予約部分に
ついての通知を送信するための手段を含んでいる。本装置はまた、帯域幅の予約部分を使
用してＵＥとのデータ交換を実行するための手段も含んでいる。本装置は、帯域幅の予約
部分を解放する通知を少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮＢに対して送信するた
めの手段、をさらに含んでいる。
【００２０】
　ダウンリンクのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のための装置が、開示される。本装置は、
ユーザ装置（ＵＥ）を用いてデータ交換を実行するための手段を含んでいる。本装置は、
測定報告を受信するための手段を含んでいる。本装置はまた、第１のスルーレートで送信
パワーを低減させるための手段と、第２のスルーレートで送信パワーを増大させるための
手段と、を含む。
【００２１】
　ダウンリンクのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のための別の装置が、開示される。本装置
は、ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）についての受信信号強度を測定するための手段を
含んでいる。本装置は、測定報告を作成するための手段を含んでいる。測定報告は、Ｈｅ
ＮＢについての受信信号強度を含んでいる。本装置はまた、測定報告を第１の進化型ノー
ドＢ（ｅＮＢ）に対して送信するための手段も含んでいる。
【００２２】
　セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のために構成されたワイヤレスデバイスのためのコンピュ
ータプログラムプロダクト(computer-program product)が、開示される。本コンピュータ
プログラムプロダクトは、命令をその上に有するコンピュータ可読媒体を含んでいる。命
令は、ユーザ装置（ＵＥ）のために帯域幅の一部分を予約するためのコードを含んでいる
。命令は、帯域幅の予約部分についての通知を少なくとも１つの干渉する可能性がある進
化型ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信するためのコードを含んでいる。命令は、帯域幅の
予約部分を使用してＵＥとのデータ交換を実行するためのコードを含んでいる。命令は、
帯域幅の予約部分を解放する通知を少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮＢに対し
て送信するためのコードを含んでいる。
【００２３】
　ダウンリンクのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のために構成されたワイヤレスデバイスの
ための別のコンピュータプログラムプロダクトが、開示される。コンピュータプログラム
プロダクトは、命令をその上に有するコンピュータ可読媒体を含んでいる。命令は、ユー
ザ装置（ＵＥ）とのデータ交換を実行するためのコードを含んでいる。命令は、測定報告
を受信するためのコードを含んでいる。命令はまた、第１のスルーレートで送信パワーを
低減させるためのコードと、第２のスルーレートで送信パワーを増大させるためのコード
と、を含む。
【００２４】
　さらに、ダウンリンクのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のために構成されたワイヤレスデ
バイスのための別のコンピュータプログラムプロダクトが、開示される。コンピュータプ
ログラムプロダクトは、命令をその上に有するコンピュータ可読媒体を含んでいる。命令
は、ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）についての受信信号強度を測定するためのコード
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を含んでいる。命令は測定報告を作成するためのコードを含んでいる。測定報告は、Ｈｅ
ＮＢについての受信信号強度を含んでいる。命令は、測定報告を第１の進化型ノードＢ（
ｅＮＢ）に対して送信するためのコードを含んでいる。
【００２５】
　第３世代パートナーシッププロジェクト(3rd Generation Partnership Project)（３Ｇ
ＰＰ）は、グローバルに適用可能な第３世代（３Ｇ）モバイル電話仕様を定義することを
目指した電気通信協会のグループの間の協調である。３ＧＰＰロングタームエボリューシ
ョン(Long Term Evolution)（ＬＴＥ）は、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーショ
ンシステム(Universal Mobile Telecommunications System)（ＵＭＴＳ）モバイル電話規
格を改善することを目指した３ＧＰＰプロジェクトである。３ＧＰＰは、モバイルネット
ワークと、モバイルシステムと、モバイルデバイスとの次世代についての仕様を定義する
ことができる。
【００２６】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥにおいては、移動局またはデバイスは、「ユーザ装置」（ＵＥ）と称
されることができる。基地局は、進化型ノードＢ（ｅＮＢ）と称されることもできる。半
自律の基地局は、ホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）と称されることもできる。それ故に、ＨｅＮ
Ｂは、ｅＮＢの一例とすることができる。ＨｅＮＢ、および／またはＨｅＮＢのカバレー
ジエリアはフェムトセル、ＨｅＮＢセル、または閉鎖的な加入者グループ（ＣＳＧ）セル
と称されることもできる。
【００２７】
　図１は、複数のユーザ装置（ＵＥ）１０４と、ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）１１
０と、進化型ノードＢ（ｅＮＢ）１０２と、中継ノード１０６と、コアネットワーク１０
８と、を有するワイヤレス通信システム１００を示している。ｅＮＢ１０２は、ワイヤレ
ス通信システムにおける中央基地局とすることができる。ＵＥ１０４は、端末、移動局、
アクセス端末、加入者ユニット、局など、と呼ばれることもでき、そしてそれらの機能の
一部または全部を含むことができる。ＵＥ１０４は、セルラ電話、携帯型個人情報端末(p
ersonal digital assistant)（ＰＤＡ）、ワイヤレスデバイス、ワイヤレスモデム、ハン
ドヘルドデバイス、ラップトップコンピュータなど、とすることができる。
【００２８】
　コアネットワーク１０８は、電気通信ネットワークの中央ピースとすることができる。
例えば、コアネットワーク１０８は、インターネット、他のＵＥなどとの通信を容易にす
ることができる。ＵＥ１０４は、ｅＮＢ１０２またはＨｅＮＢ１１０を通してコアネット
ワーク１０８と通信することができる。複数のＵＥ１０４は、ｅＮＢ１０２またはＨｅＮ
Ｂ１１０とワイヤレス通信することができる。
【００２９】
　用語「ｅＮＢ」は、ＨｅＮＢ１１０が１タイプのｅＮＢであるように考えられることが
できるので、ｅＮＢ１０２を、またはＨｅＮＢ１１０を意味するために使用されることが
できる。ｅＮＢ１０２は、マクロ－ｅＮＢ１０２と称されることができる。
【００３０】
　マクロ－ｅＮＢ１０２は、ＨｅＮＢ１１０よりもずっと大きな範囲を有することができ
る。さらに、マクロ－ｅＮＢ１０２は、コアネットワーク１０８に加入するＵＥ１０４ａ
に対して無制限のアクセスを提供することができる。対照的に、ＨｅＮＢ１１０は、閉鎖
的な加入者グループ（ＣＳＧ）に属するＵＥ１０４ｂに対して制限されたアクセスを提供
することができる。ＵＥ１０４は、与えられた時に単一のｅＮＢと通信することだけがで
きることが、仮定されることができる。したがって、ＨｅＮＢ１１０と通信するＵＥ１０
４ｂは、同時にマクロ－ｅＮＢ１０２と通信することはできない。
【００３１】
　ｅＮＢのカバレージエリアは、セルと称されることができる。セクタリング(sectoring
)に応じて、１つまたは複数のセルは、ｅＮＢによってサーブされる(served)ことができ
る。マクロ－ｅＮＢ１０２のカバレージエリアは、マクロ－セル１１２またはｅＮＢセル
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と称されることができる。同様に、ＨｅＮＢ１１０のカバレージエリアは、ＨｅＮＢ－セ
ル１１４またはフェムトセルと称されることができる。
【００３２】
　複数のｅＮＢは、コアネットワーク１０８を通して互いにバックホール接続を有するこ
とができる。例えば、バックホール接続は、ＨｅＮＢ１１０とｅＮＢ１０２との間に存在
することができる。バックホール接続においては、ｅＮＢ１０２は、コアネットワーク１
０８と通信する（１２６）ことができ、そしてコアネットワーク１０８は、対応してＨｅ
ＮＢ１１０と通信する（１２８）ことができる。直接接続が、複数のｅＮＢの間に存在す
ることもできる。例えば、直接接続が、ＨｅＮＢ１１０とｅＮＢ１０２との間に存在する
ことができる。直接接続は、Ｘ２接続１２０とすることができる。Ｘ２インターフェース
についての詳細は、３ＧＰＰ　ＴＳ３６．４２３　Ｘ２－ＡＰの中に見出されることがで
きる。複数のｅＮＢは、中継ノード１０６の使用を通して接続１２２、１２４を有するこ
ともできる。１つのコンフィギュレーションにおいては、中継ノード１０６は、コアネッ
トワーク１０８とすることができる。
【００３３】
　マクロ－セル１１２についてのカバレージ範囲は、ＨｅＮＢ－セル１１４についてのカ
バレージ範囲よりもずっと大きいものとすることができる。１つのコンフィギュレーショ
ンにおいては、マクロ－セル１１２についてのカバレージ範囲は、ＨｅＮＢ－セル１１４
についての全カバレージ範囲を含むことができる。
【００３４】
　ＵＥ１０４は、アップリンク１１６とダウンリンク１１８との上の送信を経由して基地
局（例えば、ｅＮＢ１０２またはＨｅＮＢ１１０）と通信することができる。アップリン
ク１１６（または逆方向リンク）は、ＵＥ１０４から基地局への通信リンクを意味し、そ
してダウンリンク１１８（または順方向リンク）は、基地局からＵＥ１０４への通信リン
クを意味する。したがって、ＵＥ１０４ａは、アップリンク１１６ａとダウンリンク１１
８ａとを経由してｅＮＢ１０２と通信することができる。同様に、ＵＥ１０４ｂは、アッ
プリンク１１６ｂとダウンリンク１１８ｂとを経由してＨｅＮＢ１１０と通信することが
できる。
【００３５】
　ワイヤレス通信システム１００のリソース（例えば、帯域幅および送信パワー）は、複
数のＵＥ１０４の間で共用されることができる。符号分割多元接続(code division multi
ple access)（ＣＤＭＡ）、時分割多元接続(time division multiple access)（ＴＤＭＡ
）、周波数分割多元接続(frequency division multiple access)（ＦＤＭＡ）、直交周波
数分割多元接続(orthogonal frequency division multiple access)（ＯＦＤＭＡ）、単
一キャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）などを含めて、様々の多元接続技法が
、知られている。
【００３６】
　マクロ－セル１１２とワイヤレス通信するＵＥ１０４ａは、マクロ－ＵＥ１０４ａと称
されることができる。ＨｅＮＢ－セル１１４とワイヤレス通信するＵＥ１０４ｂは、Ｈｅ
ＮＢ－ＵＥ１０４ｂと称されることができる。ＨｅＮＢ－セル１１４内に位置する１つま
たは複数のマクロ－ＵＥ１０４ａは、ＨｅＮＢ－セル１１４を妨害する可能性がある。例
えば、ＨｅＮＢ－セル１１４内に位置するマクロ－ＵＥ１０４ａは、ＨｅＮＢ－ＵＥ１０
４ｂと、ＨｅＮＢ１１０との間の通信についての干渉を引き起こす可能性がある。同様に
、ＨｅＮＢ－セル１１４内のマクロ－ＵＥ１０４ａは、干渉に起因してマクロセル１１２
のカバレージを有することができない。アップリンク干渉１３０とダウンリンク干渉１３
２との両方が起こる可能性がある。
【００３７】
　ＣＳＧセル（ＨｅＮＢセル１１４）の中にＵＥ１０４が存在しない場合、干渉問題は存
在しない可能性がある。ＵＥ１０４によるＣＳＧセルに対する正常な初期アクセスを可能
にするために、ＣＳＧセルは、高い干渉の影響のバランスをとるために、オープンループ
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パワー制御アルゴリズムに動的にバイアスをかけることができる。ＣＳＧセルは、アップ
リンク１１６とダウンリンク１１８とのバランスをとるために雑音を加えることもできる
。
【００３８】
　セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）は、アップリンク干渉１３０および／またはダウンリンク
干渉１３２を防止するために使用されることができる。周波数ＩＣＩＣ(Frequency ICIC)
は、同期展開と非同期展開との両方の場合に、実現可能とすることができる。時間ＩＣＩ
Ｃ(Time ICIC)は、同期化された展開において実現可能とすることができる。しかしなが
ら、非同期展開は、ＵＥ１０４のフィードバックを必要とする可能性がある。マクロ－セ
ルＵＥ１０４ａからの干渉をゼロにすることなどのアンテナ技法が、アップリンクセル間
干渉１３０を制御するために使用されることができる。
【００３９】
　図２は、マクロ－ｅＮＢ２０２と、複数のＨｅＮＢ２１０とを有するワイヤレス通信シ
ステム２００である。ワイヤレス通信システム２００は、スケーラビリティの理由のため
にＨｅＮＢゲートウェイ２３４を含むことができる。マクロ－ｅＮＢ２０２とＨｅＮＢゲ
ートウェイ２３４とは、おのおの、移動性管理エンティティ（ＭＭＥ）２４２のプール２
４０と、サービングゲートウェイ(serving gateways)（ＳＧＷ）２４６のプール２４４と
、通信することができる。ＨｅＮＢゲートウェイ２３４は、専用のＳ１接続２３６につい
てのＣ－平面およびＵ－平面のリレーとして見える可能性がある。Ｓ１接続２３６は、進
化型パケットコア(evolved packet core)（ＥＰＣ）と、進化型ユニバーサル地上波アク
セスネットワーク(Evolved Universal Terrestrial Access Network)（ＥＵＴＲＡＮ）と
の間の境界として指定される論理インターフェースとすることができる。ＨｅＮＢゲート
ウェイ２３４は、ＥＰＣの観点からマクロ－ｅＮＢ２０２としての役割を果たすことがで
きる。Ｃ－平面インターフェースは、Ｓ１－ＭＭＥとすることができ、そしてＵ－平面イ
ンターフェースは、Ｓ１－Ｕとすることができる。
【００４０】
　ＨｅＮＢゲートウェイ２３４は、ＨｅＮＢ２１０に向かって単一のＥＰＣノードとして
の役割を果たすことができる。ＨｅＮＢゲートウェイ２３４は、ＨｅＮＢ２１０について
のＳ１－柔軟接続(S1-flex connectivity)を保証することができる。ＨｅＮＢゲートウェ
イ２３４は、単一のＨｅＮＢ２１０が、ｎ個のＭＭＥ２４２と通信することができるよう
に、１：ｎの中継機能を提供することができる。ＨｅＮＢゲートウェイ２３４は、Ｓ１セ
ットアッププロシージャを経由してオペレーションに入れられるときに、ＭＭＥ２４２の
プール２４０に向かって登録する。ＨｅＮＢゲートウェイ２３４は、ＨｅＮＢ２１０との
Ｓ１インターフェース２３６のセットアップをサポートすることができる。
【００４１】
　ワイヤレス通信システム２００は、自己組織化ネットワーク（ＳＯＮ）サーバ２３８を
含むこともできる。ＳＯＮサーバ２３８は、３ＧＰＰ　ＬＴＥネットワークの自動化され
た最適化を提供することができる。ＳＯＮサーバ２３８は、ワイヤレス通信システム２０
０に対するオペレーションおよびメンテナンス（Ｏ＆Ｍ）を改善するための主要ドライバ
とすることができる。Ｘ２リンク２２０は、マクロ－ｅＮＢ２０２と、ＨｅＮＢゲートウ
ェイ２３４との間に存在することができる。Ｘ２リンク２２０はまた、共通のＨｅＮＢゲ
ートウェイ２３４に接続されたＨｅＮＢ２１０のおのおのの間に存在することもできる。
Ｘ２リンク２２０は、ＳＯＮサーバ２３８からの入力に基づいてセットアップされること
ができる。Ｘ２リンク２２０は、ＩＣＩＣ情報を搬送することができる。Ｘ２リンク２２
０が、確立されることができない場合、Ｓ１リンク２３６は、ＩＣＩＣ情報を搬送するた
めに使用されることができる。
【００４２】
　図３は、アップリンクＩＣＩＣのための、ＵＥ３０４と、２つ以上のｅＮＢとの間の送
信スキーム３００を示している。ｅＮＢのうちの１つは、ＨｅＮＢ３１０とすることがで
きる。ＨｅＮＢ３１０は、ＵＥ３０４についてのコアネットワーク１０８に対する無制限
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のアクセスを提供することができる。ＵＥ３０４と、ＨｅＮＢ３１０とは、互いの間のア
クセスプロシージャを実行する（３０１）ことができる。アクセスプロシージャは、ＵＥ
３０４と、ｅＮＢまたはＨｅＮＢ３１０との間のメッセージの交換を備える。次いで、Ｈ
ｅＮＢ３１０は、ＳＯＮおよび／またはＯ＆Ｍを通して１つまたは複数の干渉するｅＮＢ
３０２を識別する（３０３）ことができる。１つまたは複数の干渉するｅＮＢ３０２は、
ＨｅＮＢおよび／またはマクロ－ｅＮＢとすることができる。干渉するｅＮＢ３０２は、
ＵＥとのその通信が、ＨｅＮＢ３１０と、ＵＥ３０４との間の通信と干渉する近隣のｅＮ
Ｂとすることができる。１つまたは複数の干渉するｅＮＢ３０２は、隣接セルリストの中
のＨｅＮＢ３１０上に記憶されることができる。隣接セルリストは、図１３に関連して以
下でより詳細に論じられる。
【００４３】
　ＨｅＮＢ３１０は、ＵＥ３０４についてのロード情報を決定することができる。ロード
情報は、ＵＥ３０４についてのオーバーロード帯域および／または保護帯域を含むことが
できる。例えば、ＨｅＮＢ３１０は、ＨｅＮＢ３１０とのアップリンク通信１１６ｂの中
で使用すべき、ＵＥ３０４についての特定の周波数リソースを決定することができる。Ｈ
ｅＮＢ３１０は、特定の周波数リソース上でアップリンク送信１１６ｂを送信するように
ＵＥ３０４に指示することができる。１つのコンフィギュレーションにおいては、ＨｅＮ
Ｂ３１０は、干渉するｅＮＢ３０２とは異なる周波数帯域を使用することができる。例え
ば、ＨｅＮＢ３１０と、干渉するｅＮＢ３０２とは、おのおの、部分的周波数再利用(fra
ctional frequency reuse)（ＦＦＲ）を使用することができる。ＦＦＲにおいては、Ｈｅ
ＮＢ３１０と、干渉するｅＮＢ３０２とは、同じ低パワーサブチャネルと一緒に同じ周波
数帯域を使用するが、おのおのは、高パワーサブチャネルのうちのわずかだけを使用する
にすぎない。帯域幅分割は、ＳＯＮサーバ２３８を通して遂行されることができる。ＦＦ
Ｒは、動的に管理されることができる。動的ＦＦＲは、ＣＳＧセルの初期展開のために重
要な可能性がある。比較的少数のＣＳＧセルは、静的ＦＦＲまたは別個のキャリアを保証
しない可能性がある。ＦＦＲは、ホッピング(hopping)と結合されることもできる。
【００４４】
　ＨｅＮＢ３１０は、特定の周波数リソースを予約するために高干渉インジケータ(High 
Interference Indicator)（ＨＩＩ）を使用することができる。ＨＩＩは、高干渉レベル
の影響を受けやすい周波数リソースを識別することができる。例えば、ＨｅＮＢ３１０は
、ロード情報を１つまたは複数の干渉するｅＮＢ３０２に対して送信することにより、ロ
ード情報を予約することができる。代わりに、ロード情報は、干渉する可能性があるｅＮ
Ｂに対して送信されることもできる。１つのコンフィギュレーションにおいては、マクロ
－ｅＮＢ３０２は、マクロ－ＵＥのために帯域幅の一部分を予約するためにＨＩＩを使用
することができる。マクロ－ｅＮＢ３０２は、マクロ－ｅＮＢ３０２のカバレージ範囲内
のＣＳＧセルに対して予約帯域幅情報を送信することができる。ＨＩＩは、オペレータポ
リシー(operators policy)に基づいている。ＨＩＩにおいて、共通の帯域幅が、すべての
ＣＳＧセルのために使用される。単一のマクロ－セル内の多数の可能性のあるＨｅＮＢに
起因して、マクロ－ｅＮＢ３０２が、リソースを予約することが、非実用的な可能性があ
る。干渉管理は、ＣＳＧセル上のすべての制御チャネルが、物理アップリンク共用チャネ
ル(Physical Uplink Shared Channel)（ＰＵＳＣＨ）にマッピングされ、そしてＩＣＩＣ
を用いて保護される場合には、より簡単になる可能性がある。
【００４５】
　各マクロ－ＵＥは、それが、どのＣＳＧ－セルと干渉するかを知ることができる。しか
しながら、ＣＳＧ－セルの数がワイヤレス通信ネットワーク内で増大するにつれて、多数
のマクロ－ＵＥが、少なくとも１つのＣＳＧ－セルと干渉する可能性がずっと高くなる可
能性がある。ＨｅＮＢ３１０は、すべてのサウンディング基準信号(sounding reference 
signals)（ＳＲＳ）についてスキャンし、そして任意の受信信号を隣接マクロ－セルに対
して報告することができる。
【００４６】
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　１つのコンフィギュレーションにおいては、ＨｅＮＢ３１０は、ロード情報を中継ノー
ド３０６に対して送信する（３０３）ことができる。次いで、中継ノード３０６は、ロー
ド情報を１つまたは複数の干渉するｅＮＢ３０２に対して送信する（３０７）ことができ
る。Ｘ２インターフェース２２０が、ＨｅＮＢ３１０と、１つまたは複数の干渉するｅＮ
Ｂ３０２との間に存在する場合、ロード情報は、Ｘ２インターフェース２２０を通して干
渉するｅＮＢ３０２に対して直接に送信されることができる。
【００４７】
　次いで、ＵＥ３０４とＨｅＮＢ３１０との間のデータ交換３０９が、起こることができ
る。データ交換３０９は、ＵＥ３０４が、予約されたリソースを使用してアップリンク送
信１１６ｂをＨｅＮＢ３１０に対して送信することを伴うことができる。次いで、ＨｅＮ
Ｂ３１０は、ＲＲＣ＿接続解放をＵＥ３０４に対して送信する（３１１）ことができる。
ＲＲＣ＿接続解放は、予約リソースを使用してＨｅＮＢ３１０とのデータ交換３０９から
ＵＥ３０４を解放することができる。ＨｅＮＢ３１０が、ＵＥ３０４に対してＲＲＣ＿接
続解放を送信した（３１１）後に、ＨｅＮＢ３１０は、予約リソースを解放するロード情
報を干渉するｅＮＢ３０２に対して送信することができる。１つのコンフィギュレーショ
ンにおいては、ＨｅＮＢ３１０は、ロード情報を中継ノード３０６に対して送信する（３
１３）ことができ、そして中継ノード３０６は、ロード情報を干渉するｅＮＢ３０２に対
して送信する（３１５）ことができる。
【００４８】
　ＨｅＮＢ３１０は、ＵＥ３０４が、十分な期間にわたって非アクティブであったときに
、干渉するｅＮＢ３０２に対して、予約リソースを解放するロード情報を送信することも
できる。例えば、ＨｅＮＢ３１０は、ＨｅＮＢ３１０が、ある期間にわたってＵＥ３０４
からアップリンク送信１１６ｂを受信していない場合に、予約リソースを解放するロード
情報を送信することができる。別の例としては、ＨｅＮＢ３１０は、ＵＥ３０４が、ＲＲ
Ｃ＿接続モードからＲＲＣ＿アイドルモードへのスイッチを示している場合に、予約リソ
ースを解放するロード情報を送信することができる。
【００４９】
　図４は、ＨｅＮＢ１１０によるアップリンクＩＣＩＣの一方法４００を示す流れ図であ
る。ＨｅＮＢ１１０は、ＵＥ１０４ｂアクセスを可能にするアクセスプロシージャを実行
する（４０２）ことができる。次いで、ＨｅＮＢ１１０は、ＵＥ１０４ｂのデータ交換の
ための使用可能な帯域幅の一部分を予約する（４０４）ことができる。特に、ＨｅＮＢ１
１０は、ＵＥ１０４ｂが、アップリンクデータ送信１１６ｂのために使用すべき、使用可
能な帯域幅の一部分を予約する（４０４）ことができる。
【００５０】
　ＨｅＮＢ１１０は、接続モードにおけるＵＥ１０４ｂと、帯域幅の予約部分とについて
の通知を干渉する可能性があるｅＮＢに対して送信する（４０６）ことができる。干渉す
る可能性があるｅＮＢは、ＨｅＮＢおよび／またはマクロ－ｅＮＢを含むことができる。
次いで、ＨｅＮＢ１１０は、ＵＥ１０４ｂとのデータ交換を実行する（４０８）ことがで
きる。データ交換が停止している（４１０）ときに、ＨｅＮＢ１１０は、帯域幅の解放部
分についての通知を干渉する可能性があるｅＮＢに対して送信する（４１２）ことができ
る。
【００５１】
　上記で説明される図４の方法４００は、図４Ａに示される機能手段ブロック４００Ａに
対応する様々なハードウェアおよび／またはソフトウェアのコンポーネント（単数または
複数）および／またはモジュール（単数または複数）によって実行されることができる。
言い換えれば、図４に示されるブロック４０２ないし４１２は、図４Ａに示される機能手
段ブロック４０２Ａないし４１２Ａに対応する。
【００５２】
　図５は、ダウンリンクＩＣＩＣのための、ＵＥ５０４と、移動性管理エンティティ（Ｍ
ＭＥ）５４２と、２つ以上のｅＮＢとの間の送信スキーム５００を示している。ＵＥ５０
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４は、マクロ－ＵＥとすることができる。例えば、ＵＥ５０４は、マクロ－セル１１２と
通信していることができる。ｅＮＢのうちの１つは、ＨｅＮＢ５１０とすることができる
。ＨｅＮＢ５１０は、制限されたＨｅＮＢとすることができる。例えば、ＨｅＮＢ５１０
は、ＨｅＮＢ５１０のＣＳＧの一部分であるＵＥ５０４とのデータ交換を可能にすること
だけができる。ＵＥ５０４は、ｅＮＢ５０２と通信することができる。ＵＥ５０４は、Ｈ
ｅＮＢ５１０のＣＳＧの一部分でなくてもよい。ＵＥ５０４は、たとえ制限されたＨｅＮ
Ｂ５１０が、ＵＥ５０４についてのデータ交換を可能にすることができなくても、制限さ
れたＨｅＮＢ５１０の再選択を実行する（５０１）ことができる。例えば、ＵＥ５０４と
マクロ－セル１１２との間のリンクが失敗する場合、ＵＥ５０４は、たとえＨｅＮＢ５１
０が制限される場合でも、干渉するＨｅＮＢ５１０にアクセスすることができ、その結果
、ＵＥ５０４は、測定報告を送信することができる。代わりに、失敗を防止するために、
マクロ－ｅＮＢ５０２は、これらのセルについてのＨｅＮＢ５１０に対応する基準信号受
信パワー(reference signal received power)（ＲＳＲＰ）が、最大のしきい値を超過す
る場合に、ギャップが、ＣＳＧ－セルをパワー制御することを要求することもできる。ギ
ャップは、ＵＥ５０４が、サービングセルを監視することを必要とされない場合には、あ
る期間とすることができる。
【００５３】
　ＵＥ５０４とＨｅＮＢ５１０とは、アクセスプロシージャを実行する（５０３）ことが
できる。次いで、ＵＥ５０４は、ＭＭＥ５４２に登録することによりＣＳＧ－セルに登録
する（５０５）ことができる。次いで、ＵＥ５０４は、新しいトラッキングエリアを有す
ることができる。移動性ベースのセル再選択パラメータは、ＵＥ５０４が、密集したＣＳ
Ｇセル環境を通して移動するときに、スケール変更することができる。
【００５４】
　ＭＭＥ５４２は、ＵＥ５０４にページング(page)する（５０７）ことができる。ＵＥ５
０４で終端されるコール(call)では、ＵＥ５０４は、最終登録ＣＳＧ－セルと、マクロネ
ットワークトラッキングエリアとの上でページングされる（５０７）ことができる。ＵＥ
５０４が、ＲＲＣ＿アイドル状態にあるときに、ＵＥ５０４は、ＭＭＥ５４２に登録する
ことができ、その結果、ＵＥ５０４で終端されるコールの場合に、ネットワーク（ＭＭＥ
５４２）は、ＵＥ５０４を見つけ、そしてページを送信することができる。ＵＥ５０４は
、トラッキングエリア当たりに１つの登録を実行することができる。ＵＥ５０４は、たと
えそのＣＳＧセルが、ＵＥ５０４に対してデータトラフィックをサーブすることができな
いとしても、ＣＳＧセルに登録することができる可能性がある（ＣＳＧセルはまた、トラ
ッキングエリアを構成する）。ＵＥ５０４が、ＣＳＧセルに登録した後に、それ５０４は
、ＣＳＧセル上でページングされることができ、そしてＵＥ５０４が、このページを受信
した後に、ＵＥ５０４は、ＣＳＧセルにアクセスし、そしてそれをパワーダウンし、その
結果、ＵＥ５０４は、マクロネットワークと通信することができる。ＵＥ５０４が、ＣＳ
Ｇセルにアクセスすることが許可されない場合には、ＣＳＧセルをパワーダウンすること
ができない可能性があり、それ故に、マクロＵＥは、停止するであろう。
【００５５】
　ＵＥ５０４とＨｅＮＢ５１０とは、この場合にもアクセスプロシージャを実行する（５
０９）ことができる。次いで、ＵＥ５０４は、測定報告をＨｅＮＢ５１０に対して送信す
る（５１１）ことができる。測定報告を受信するとすぐに、ＨｅＮＢ５１０は、測定報告
に応じて送信パワーを調整する（５１３）ことができる。例えば、ＨｅＮＢ５１０は、あ
る期間にわたってＨｅＮＢ５１０の送信パワーを低減させることができる。
【００５６】
　次いで、ＵＥ５０４と、ＨｅＮＢまたはマクロ－ｅＮＢ５０２とは、アクセスプロシー
ジャを実行する（５１５）ことができる。ＵＥ５０４で開始されるコールと、ＵＥ５０４
で終端されるコールとの両方では、ＵＥ５０４は、無線状態がそれを行うために十分であ
るときに、マクロ－ｅＮＢ５０２にアクセスすることができる。例えば、干渉するＨｅＮ
Ｂ５１０は、無線状態が、ＵＥ５０４がマクロ－セル１１２にアクセスするために十分で
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あるように、送信パワーを調整する（５１３）ことができる。アクセスプロシージャの完
了のすぐ後に、ＵＥ５０４と、ＨｅＮＢまたはマクロ－ｅＮＢ５０２との間のデータ交換
５１７が、起こることができる。
【００５７】
　部分的な同一チャネル展開の場合には、ＨｅＮＢ５１０が送信している場合に、どのよ
うにしてＵＥ５０４が、リソースブロック(resource blocks)（ＲＢ）の中で基準信号(re
ference signal)（ＲＳ）上の測定値を考慮に入れるかについての規則が必要とされる可
能性がある。例えば、ＵＥ５０４が、マクロ－セル１１２に部分的にオーバーラップする
ＨｅＮＢセル１１４を検出する場合、測定ギャップが必要とされる可能性がある。オーバ
ーラップするＲＢでは、ＵＥ５０４は、ＲＳ測定値を無視する（すなわち、信号が存在し
ないことを仮定する）ことができる。ＵＥ５０４は、ｅＮＢ１０２が、適切にパケットデ
ータ制御チャネル(Packet Data Control Channel)（ＰＤＣＣＨ）のパワーを制御するこ
とを保証するために、効果的に、より低いチャネル品質インジケータ(channel quality i
ndicators)（ＣＱＩ）を報告することができる。ＵＥ５０４は、万一ＨｅＮＢ５１０が、
これらのＲＢ上で干渉を引き起こしている場合に、ＣＱＩを受信することができる可能性
がある。
【００５８】
　図６は、ＨｅＮＢ１１０によるダウンリンクＩＣＩＣのための一方法６００を示す流れ
図である。ＨｅＮＢ１１０は、ＵＥ１０４ｂとのデータ交換を実行する（６０２）ことが
できる。次いで、ＨｅＮＢ１１０は、測定報告を受信する（６０４）ことができる。Ｈｅ
ＮＢ１１０は、ＵＥ１０４ｂから測定報告を受信する（６０４）ことができる。代わりに
、ＨｅＮＢ１１０は、別のＵＥ１０４から測定報告を受信する（６０４）こともできる。
さらに代わりに、ＨｅＮＢ１１０は、マクロ－ｅＮＢ１０２または別のＨｅＮＢから測定
報告を受信する（６０４）こともできる。ＨｅＮＢ１１０は、バックホールシグナリング
(backhaul signaling)を経由してマクロ－ｅＮＢ１０２から測定報告を受信する（６０４
）ことができる。
【００５９】
　ＨｅＮＢ１１０は、第１のスルーレートで送信パワーを低減させる（６０６）ことがで
きる。ＨｅＮＢ１１０は、マクロ－セル１１２のＲＳＲＰが最小のしきい値より下にあり
、そしてマクロ－セル基準信号受信品質(reference signal received quality)（ＲＳＲ
Ｑ）が最小のしきい値の下にある場合に、ＵＥ１０４ｂによってＨｅＮＢ１１０から受信
される基準信号受信パワー（ＲＳＲＰ）が、最大のしきい値より下にあるように、送信パ
ワーを低減させる（６０６）ことが、必要とされる可能性がある。ＨｅＮＢ１１０は、第
１のスルーレートを使用して最大のＲＳＲＰしきい値を満たすように送信パワーを低減さ
せる（６０６）ことができる。第１のスルーレートは、デシベル（ｄＢ）／ミリ秒（ｍｓ
）の単位にすることができる。例えば、第１のスルーレートは、ｌｄＢ／ｍｓとすること
ができる。一般に、パワーは、マクロＵＥが、良好なチャネルを有することができるまで
、低減されることができる。
【００６０】
　次いで、ＨｅＮＢ１１０は、タイマを開始する（６０８）ことができる。タイマが経過
する（６１０）ときに、ＨｅＮＢ１１０は、第２のスルーレートで送信パワーを増大させ
る（６１２）ことができる。第２のスルーレートもまた、ｄＢ／ｍｓの単位にすることが
できる。ＨｅＮＢ１１０は、最小の結合損失を明らかにした後に最大のＲＳＲＱよりも大
きなパワーを送信しないように用意されることができる。これは、ＨｅＮＢ１１０におい
て機能するレシーバを必要とする可能性がある。ＨｅＮＢ１１０の近くの受信品質を推定
するために、ＨｅＮＢ１１０は、受信信号（ホームＵＥについての干渉を作り出す他のセ
ルからの）を推定し、そしてそれが送信パワーと最小の結合損失とを明らかにした後に、
ＲＳＲＱを計算することができる。
【００６１】
　上記で説明される図６の方法６００は、図６Ａに示される機能手段ブロック６００Ａに
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対応する様々なハードウェアおよび／またはソフトウェアのコンポーネント（単数または
複数）および／またはモジュール（単数または複数）によって実行されることができる。
言い換えれば、図６に示されるブロック６０２ないし６１２は、図６Ａに示される機能手
段ブロック６０２Ａないし６１２Ａに対応する。
【００６２】
　図７は、ＵＥ１０４ｂによるダウンリンクＩＣＩＣのための一方法７００を示す流れ図
である。ＵＥ１０４ｂは、ｅＮＢとのデータ交換を実行する（７０２）ことができる。１
つのコンフィギュレーションにおいては、ｅＮＢは、マクロ－ｅＮＢ１０２とすることが
できる。代わりに、ｅＮＢは、ＨｅＮＢ１１０とすることもできる。次いで、ＵＥ１０４
ｂは、ＨｅＮＢ１１０からの受信信号強度を測定する（７０４）ことができる。ＵＥ１０
４ｂは、物理レイヤプロシージャを使用して受信信号強度を測定する（７０４）ことがで
きる。ＵＥ１０４ｂは、ｅＮＢからの同期信号を検出することができ、次いでそれは、信
号強度測定を実行することができる。ＵＥ１０４ｂは、受信信号強度を測定報告の中に用
意することができる。次いで、ＵＥ１０４ｂは、測定報告をｅＮＢに対して送信する（７
０６）ことができる。ｅＮＢは、ＵＥ１０４ｂがデータ交換を実行した相手のｅＮＢとす
ることができる。代わりに、ｅＮＢは、異なるｅＮＢとすることもできる。１つのコンフ
ィギュレーションにおいては、ＵＥ１０４ｂは、測定報告をＨｅＮＢ１１０に対して送信
する（７０６）ことができる。
【００６３】
　上記で説明される図７の方法７００は、図７Ａに示される機能手段ブロック７００Ａに
対応する様々なハードウェアおよび／またはソフトウェアのコンポーネント（単数または
複数）および／またはモジュール（単数または複数）によって実行されることができる。
言い換えれば、図７に示されるブロック７０２ないし７０６は、図７Ａに示される機能手
段ブロック７０２Ａないし７０６Ａに対応する。
【００６４】
　図８は、ＵＥ１０４ｂによるダウンリンクＩＣＩＣのための別の方法８００を示す流れ
図である。ＵＥ１０４ｂは、無制限のｅＮＢ１０２からの制限されたＨｅＮＢ１１０の再
選択を実行する（８０２）ことができる。ＵＥ１０４ｂは、マクロ－セル１１２が適切で
なく、そして使用可能な他の周波数が存在しない場合に、制限されたＨｅＮＢ１１０にア
クセスすることが許可されることができる。ＵＥ１０４ｂはまた、マクロ－セル１１２と
の接続が失敗し、そして使用可能な他の周波数が存在しない場合に、制限されたＨｅＮＢ
１１０にアクセスすることが許可されることもできる。次いで、ＵＥ１０４ｂは、ＭＭＥ
２４２に登録する（８０４）ことができる。ＵＥ１０４ｂは、ＭＭＥ２４２からページを
受信する（８０６）ことができる。
【００６５】
　次いで、ＵＥ１０４ｂは、制限されたＨｅＮＢ１１０の受信信号強度を測定する（８０
８）ことができる。ＵＥ１０４ｂは、ＵＥ１０４ｂが検出することができる他のｅＮＢ１
０２の受信信号強度を測定する（８１０）こともできる。ＵＥ１０４ｂは、制限されたＨ
ｅＮＢ１１０の受信信号強度を含む測定報告を作成することができる。測定報告は、ＵＥ
１０４ｂが検出することができた他の任意のｅＮＢ１０２の受信信号強度を含むこともで
きる。
【００６６】
　ＵＥ１０４ｂは、この場合にも、制限されたＨｅＮＢ１１０にアクセスする（８１２）
ことができる。次いで、ＵＥ１０４ｂは、測定報告を制限されたＨｅＮＢ１１０に対して
送信する（８１４）ことができる。ＵＥ１０４ｂは、次に、無制限のｅＮＢ１０２にアク
セスする（８１６）ことができる。ＵＥ１０４ｂは、無線状態が十分であるときに、無制
限のｅＮＢ１０２にアクセスする（８１６）ことができる。次いで、ＵＥ１０４ｂは、無
制限のｅＮＢ１０２とのデータ交換を実行する（８１８）ことができる。
【００６７】
　上記で説明される図８の方法８００は、図８Ａに示される機能手段ブロック８００Ａに
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対応する様々なハードウェアおよび／またはソフトウェアのコンポーネント（単数または
複数）および／またはモジュール（単数または複数）によって実行されることができる。
言い換えれば、図８に示されるブロック８０２ないし８１８は、図８Ａに示される機能手
段ブロック８０２Ａないし８１８Ａに対応する。
【００６８】
　図９は、ダウンリンクＩＣＩＣのための、ＵＥ９０４と、制限されたＨｅＮＢ９１０と
、１つまたは複数の無制限のｅＮＢ９０２との間の送信スキーム９００を示している。デ
ータ交換９０１は、ＵＥ９０４と、無制限のｅＮＢ９０２との間で起こることができる。
次いで、ＵＥ９０４は、ＨｅＮＢ９１０に対応する測定報告を無制限のｅＮＢ９０２に対
して送信する（９０３）ことができる。無制限のｅＮＢ９０２は、ＨｅＮＢ９１０に対応
する測定報告を中継ノード９０６に対して送信する（９０５）ことができる。次いで、中
継ノード９０６は、制限されたＨｅＮＢ９１０に対応する測定報告を制限されたＨｅＮＢ
９１０送信する（９０７）ことができる。
【００６９】
　測定報告を受信するとすぐに、制限されたＨｅＮＢ９１０は、送信パワーを調整する（
９０９）ことができる。例えば、制限されたＨｅＮＢ９１０は、低減スルーレートだけ、
送信パワーを低減させることができる。ＨｅＮＢ９１０は、受信測定報告に応じて送信パ
ワーを調整する（９０９）ことが必要とされる可能性がある。例えば、ＨｅＮＢ９１０は
、ダウンリンクパワー制御を実行することが必要とされる可能性がある。ダウンリンクパ
ワー制御は、Ｓ１　２３６を通してなど、バックホールシグナリングを通して容易にされ
ることができる。次いで、データ交換９１１は、ＵＥ９０４と、無制限のｅＮＢ９０２と
の間で起こることができる。
【００７０】
　図１０は、ｅＮＢによるダウンリンクＩＣＩＣのための一方法１０００を示す流れ図で
ある。ｅＮＢは、マクロ－ｅＮＢ１０２とすることができる。代わりに、ｅＮＢは、Ｈｅ
ＮＢ１１０とすることができる。ｅＮＢは、無制限のｅＮＢとすることができる。ｅＮＢ
は、ＵＥ１０４とのデータ交換を実行する（１００２）ことができる。ｅＮＢは、ＵＥ１
０４から制限されたＨｅＮＢ１１０についての測定された信号強度を受信する（１００４
）ことができる。次に、ｅＮＢは、ｅＮＢのＲＳＲＰとＲＳＲＱとが、最小のしきい値よ
り上にあるように、制限されたＨｅＮＢ１１０の送信パワーを決定する（１００６）こと
ができる。次いで、ｅＮＢは、決定されたパワー制御要件を制限されたＨｅＮＢ１１０に
対して送信する（１００８）ことができる。
【００７１】
　上記で説明された図１０の方法１０００は、図１０Ａに示される機能手段ブロック１０
００Ａに対応する様々なハードウェアおよび／またはソフトウェアのコンポーネント（単
数または複数）および／またはモジュール（単数または複数）によって実行されることが
できる。言い換えれば、図１０に示されるブロック１００２ないし１００８は、図１０Ａ
に示される機能手段ブロック１００２Ａないし１００８Ａに対応する。
【００７２】
　図１１は、ダウンリンクＩＣＩＣのための、ＵＥ１１０４と、ＨｅＮＢ１１１０と、１
つまたは複数の無制限のｅＮＢ１１０２との間の送信スキーム１１００を示している。デ
ータ交換１１０１は、ＵＥ１１０４と、ＨｅＮＢ１１１０との間で起こることができる。
次いで、ＨｅＮＢ１１１０は、ＨｅＮＢ１１１０とＵＥ１１０４との間のダウンリンク送
信のために周波数帯域の一部分を予約することができる。次いでＨｅＮＢ１１１０は、周
波数帯域の予約部分などのロード情報を中継ノード１１０６に対して送信する（１１０３
）ことができる。ロード情報は、保護されたサブバンドを含むことができる。中継ノード
１１０６は、１つまたは複数の無制限のｅＮＢ１１０２に対してロード情報を送信する（
１１０５）ことができる。１つまたは複数の無制限のｅＮＢ１１０２は、受信されたロー
ド情報に応じてスケジューリングを調整する（１１０７）ことができる。例えば、１つま
たは複数の無制限のｅＮＢ１１０２は、ＨｅＮＢ１１１０とのセル間干渉を回避するため
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にダウンリンクスケジューリングを調整する（１１０７）ことができる。次いで、データ
交換１１０９は、ＵＥ１１０４と、ＨｅＮＢ１１１０との間で起こることができる。
【００７３】
　図１２は、本方法および本装置の中で使用するためのＵＥ１２０４の様々なコンポーネ
ントを示すブロック図である。ＵＥ１２０４は、測定報告１２４８を含むことができる。
測定報告１２４８は、制限されたＨｅＮＢによって受信された信号強度１２５２を含むこ
とができる。測定報告１２４８は、１つまたは複数の無制限のｅＮＢによって受信された
信号強度１２５０を含むこともできる。ＵＥ１２０４は、ＨｅＮＢ１１０および／または
ｅＮＢ１０２に対して送信されるべき測定報告１２４８を作成することができる。ＵＥ１
２０４は、ＨｅＮＢ１１０との通信のための予約リソース１２７４を含むこともできる。
【００７４】
　図１３は、本方法および本装置の中で使用するためのｅＮＢ１３０２の様々なコンポー
ネントを示すブロック図である。ｅＮＢ１３０２は、制限されたＨｅＮＢ１１０、無制限
のＨｅＮＢ１１０、またはマクロ－ｅＮＢ１０２とすることができる。ｅＮＢ１３０２は
、受信された測定報告１３５４を含むことができる。ｅＮＢ１３０２は、ＵＥ１０４から
測定報告１３５４を受信することができる。受信された測定報告１３５４は、ｅＮＢ１３
０２についてのパワー測定値および／またはパワー制御を含むことができる。代わりに、
受信された測定報告１３５４は、ｅＮＢ１３０２が、測定報告を転送することになる相手
のＨｅＮＢ１１０についてのパワー測定値および／またはパワー制御を含むこともできる
。
【００７５】
　ｅＮＢ１３０２は、隣接セルリスト生成モジュール１３５６を含むこともできる。隣接
セルリスト生成モジュール１３５６は、隣接セルリスト１３５８を生成することができる
。隣接セルリスト１３５８は、１つまたは複数の干渉するｅＮＢ１０２のリストを含むこ
とができる。上記で論じられるように、干渉するｅＮＢは、ＵＥ１０４とのその通信が、
ｅＮＢ１３０２とＵＥ１０４との間の通信と干渉する近隣のｅＮＢとすることができる。
隣接セルリスト１３５８は、１つまたは複数の干渉する可能性があるｅＮＢ１０２のリス
トを含むこともできる。
【００７６】
　隣接セルリスト生成モジュール１３５６は、隣接セルリスト１３５８を生成することが
できる。隣接セルリスト生成モジュール１３５６は、ＣＳＧ　ｅＮＢ測定値に基づいて隣
接セルリスト１３５８を生成することができる。ＣＳＧ　ｅＮＢ測定値は、ｅＮＢからの
受信信号強度のＨｅＮＢによる測定値とすることができる。隣接セルリスト生成モジュー
ル１３５６は、ＵＥ１０４の測定値に基づいて隣接セルリスト１３５８を生成することも
できる。ＵＥ１０４の測定値は、ＳＯＮ機能を含むことができる。
【００７７】
　ｅＮＢ１３０２は、ロード情報１３６６を含むこともできる。ロード情報１３６６は、
ｅＮＢ１３０２および／またはＵＥ１０４についてのオーバーロード帯域および／または
保護帯域を含むことができる。例えば、ロード情報１３６６は、ＵＥ１０４とのアップリ
ンク通信および／またはダウンリンク通信のための帯域幅の予約部分を含むことができる
。ｅＮＢ１３０２は、ｅＮＢ１３０２についての送信パワー１３７０を含むことができる
。送信パワー１３７０は、ｅＮＢ１３０２が、ＵＥ１０４に対する送信をダウンリンク上
で送信するときに使用する送信パワー１３７０とすることができる。
【００７８】
　ｅＮＢ１３０２は、パワー低減モジュール１３６２を含むことができる。パワー低減モ
ジュール１３６２は、いつ送信パワー１３７０を低減すべきか、または増大すべきかを決
定することができる。パワー低減モジュール１３６２は、送信パワー１３７０の変化のレ
ートまたは量を決定することもできる。パワー低減モジュール１３６２は、タイマ１３６
４ａを含むこともできる。パワー低減モジュール１３６２は、どれだけ長い間送信パワー
１３７０が、低減されたレベルにとどまるべきか、を決定するためにタイマ１３６４ａを
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使用することができる。
【００７９】
　パワー低減モジュール１３６２は、送信パワー低減スルーレート１３６６を含むことも
できる。送信パワー低減スルーレート１３６６は、ｅＮＢ１３０２の送信パワー１３７０
が、低減される必要があるときに、ｅＮＢ１３０２についての送信パワー１３７０の低減
のレートを定義することができる。送信パワー低減スルーレート１３６６は、ｄＢ／ｍｓ
の単位にすることができる。パワー低減モジュール１３６２は、送信パワー増大スルーレ
ート１３６８を含むこともできる。送信パワー増大スルーレート１３６８は、タイマ１３
６４ａの有効期限が切れた後に送信パワー１３７０が増大されるレートを定義することが
できる。送信パワー増大スルーレート１３６８もまた、ｄＢ／ｍｓの単位にすることがで
きる。
【００８０】
　ｅＮＢ１３０２は、リソース予約モジュール１３７２を含むことができる。リソース予
約モジュール１３７２は、ＵＥ１０４との通信のためのリソースをスケジュールすること
ができる。例えば、リソース予約モジュール１３７２は、ＵＥ１０４との通信のための予
約リソース１３７４のリストを含むことができる。リソース予約モジュール１３７２は、
タイマ１３６４ｂを含むこともできる。リソース予約モジュール１３７２は、通信がＵＥ
１０４から受信される前にタイマが経過している場合に、予約リソース１３７４を解放す
ることができる。
【００８１】
　図１４は、ＵＥ１４０４内に含まれることができるある種のコンポーネントを示してい
る。ＵＥ１４０４は、モバイルデバイス／移動局とすることができる。移動局の例は、セ
ルラ電話、ハンドヘルドワイヤレスデバイス、ワイヤレスモデム、ラップトップコンピュ
ータ、パーソナルコンピュータなどを含む。移動局は、代わりに、アクセス端末、モバイ
ル端末、加入者局、リモート局、ユーザ端末、端末、加入者ユニット、ユーザ装置などと
称されることもできる。
【００８２】
　ＵＥ１４０４は、プロセッサ１４０３を含んでいる。プロセッサ１４０３は、汎用のシ
ングルチップまたはマルチチップのマイクロプロセッサ（例えば、ＡＲＭ）、専用マイク
ロプロセッサ（例えば、デジタル信号プロセッサ(digital signal processor)（ＤＳＰ）
）、マイクロコントローラ、プログラマブルゲートアレイなどとすることができる。プロ
セッサ１４０３は、中央演算処理装置(central processing unit)（ＣＰＵ）と称される
ことができる。単一のプロセッサ１４０３だけが、図１４のＵＥ１４０４の中に示される
が、代替コンフィギュレーションにおいては、プロセッサの組合せ（例えばＡＲＭおよび
ＤＳＰ）が、使用されることもできる。
【００８３】
　ＵＥ１４０４は、メモリ１４０５も含んでいる。メモリ１４０５は、電子情報を記憶す
ることができる任意の電子コンポーネントとすることができる。メモリ１４０５は、それ
らの組合せを含めて、ランダムアクセスメモリ(random access memory)（ＲＡＭ）、リー
ドオンリーメモリ(read only memory)（ＲＯＭ）、磁気ディスクストレージ媒体、光スト
レージ媒体、ＲＡＭの中のフラッシュメモリデバイス、プロセッサと共に含まれるオンボ
ードメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジスタなどとして実施されるこ
とができる。
【００８４】
　データ１４０９と、命令１４０７とは、メモリ１４０５に記憶されることができる。命
令１４０７は、ここにおいて開示される方法をインプリメントするためにプロセッサ１４
０３によって実行可能とすることができる。命令１４０７を実行することは、メモリ１４
０５に記憶されるデータ１４０９の使用を必要とする可能性がある。プロセッサ１４０３
が、命令１４０７を実行するときに、命令の様々な部分１４０７ａは、プロセッサ１４０
３上へとロードされることができ、そしてデータの様々なピース１４０９ａは、プロセッ
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サ１４０３上へとロードされることができる。
【００８５】
　ＵＥ１４０４は、ＵＥ１４０４への信号の送信と、ＵＥ１４０４からの信号の受信とを
可能にするためにトランスミッタ１４１１と、レシーバ１４１３とを含むこともできる。
トランスミッタ１４１１と、レシーバ１４１３とは、一括してトランシーバ１４１５と称
されることができる。アンテナ１４１７は、トランシーバ１４１５に電気的に結合される
ことができる。ＵＥ１４０４は、複数のトランスミッタ、複数のレシーバ、複数のトラン
シーバ、および／または複数のアンテナを含むこともできる（図示されず）。
【００８６】
　ＵＥ１４０４の様々なコンポーネントは、１つまたは複数のバスによって一緒に結合さ
れることができ、これらのバスは、パワーバス、制御信号バス、ステータス信号バス、デ
ータバスなどを含むことができる。明確にするために、様々なバスは、バスシステム１４
１９として図１４の中に示される。
【００８７】
　図１５は、ｅＮＢ１５０２内に含まれることができるある種のコンポーネントを示して
いる。ｅＮＢ１５０２は、基地局とすることができる。例えば、ｅＮＢは、３ＧＰＰ　Ｌ
ＴＥワイヤレス通信システムの中の中央基地局とすることができる。別の例として、ｅＮ
Ｂ１５０２は、３ＧＰＰ　ＬＴＥワイヤレス通信システム用のＨｅＮＢ１１０とすること
ができる。
【００８８】
　ｅＮＢ１５０２は、プロセッサ１５０３を含んでいる。プロセッサ１５０３は、汎用の
シングルチップまたはマルチチップのマイクロプロセッサ（例えば、ＡＲＭ）、専用マイ
クロプロセッサ（例えば、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ））、マイクロコントローラ
、プログラマブルゲートアレイなどとすることができる。プロセッサ１５０３は、中央演
算処理装置（ＣＰＵ）と称されることができる。単一のプロセッサ１５０３だけが、図１
５のｅＮＢ１５０２の中に示されるが、代替コンフィギュレーションにおいては、プロセ
ッサの組合せ（例えばＡＲＭおよびＤＳＰ）が、使用されることもできる。
【００８９】
　ｅＮＢ１５０２は、メモリ１５０５も含んでいる。メモリ１５０５は、電子情報を記憶
することができる任意の電子コンポーネントとすることができる。メモリ１５０５は、そ
れらの組合せを含めて、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリーメモリ（Ｒ
ＯＭ）、磁気ディスクストレージ媒体、光ストレージ媒体、ＲＡＭの中のフラッシュメモ
リデバイス、プロセッサと共に含まれるオンボードメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲ
ＯＭメモリ、レジスタなどとして実施されることができる。
【００９０】
　データ１５０９と、命令１５０７とは、メモリ１５０５に記憶されることができる。命
令１５０７は、ここにおいて開示される方法をインプリメントするためにプロセッサ１５
０３によって実行可能とすることができる。命令１５０７を実行することは、メモリ１５
０５に記憶されるデータ１５０９の使用を必要とする可能性がある。プロセッサ１５０３
が、命令１５０７を実行するときに、命令の様々な部分１５０７ａは、プロセッサ１５０
３上へとロードされることができ、そしてデータの様々なピース１５０９ａは、プロセッ
サ１５０３上へとロードされることができる。
【００９１】
　ｅＮＢ１５０２は、ｅＮＢ１５０２への信号の送信と、ｅＮＢ１５０２からの信号の受
信とを可能にするためにトランスミッタ１５１１と、レシーバ１５１３とを含むこともで
きる。トランスミッタ１５１１と、レシーバ１５１３とは、一括してトランシーバ１５１
５と称されることができる。アンテナ１５１７は、トランシーバ１５１５に電気的に結合
されることができる。ｅＮＢ１５０２は、複数のトランスミッタ、複数のレシーバ、複数
のトランシーバ、および／または複数のアンテナを含むこともできる（図示されず）。
【００９２】
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　ｅＮＢ１５０２の様々なコンポーネントは、１つまたは複数のバスによって一緒に結合
されることができ、これらのバスは、パワーバス、制御信号バス、ステータス信号バス、
データバスなどを含むことができる。明確にするために、様々なバスは、バスシステム１
５１９として図１５の中に示される。
【００９３】
　用語「決定すること(determining)」は、多種多様なアクションを包含しており、そし
てそれ故に、「決定すること」は、算出することと、計算することと、処理することと、
導き出すことと、調査することと、調べることと（例えば、表、データベース、または別
のデータ構造において調べることと）、確認することなどと、を含むことができる。また
「決定すること」は、受信することと（例えば、情報を受信することと）、アクセスする
こと（例えば、メモリのデータにアクセスすること）などと、を含むことができる。また
、「決定すること」は、解決することと、選択することと、選ぶことと、確立することな
どと、を含むことができる。
【００９４】
　フレーズ「に基づいて(based on)」は、その他の方法で、明示的に指定されない限り、
「だけに基づいて(based only on)」を意味してはいない。言い換えれば、フレーズ「に
基づいて」は、「だけに基づいて」と、「に少なくとも基づいて」との両方を説明してい
る。
【００９５】
　用語「プロセッサ」は、汎用プロセッサと、中央演算処理装置（ＣＰＵ）と、マイクロ
プロセッサと、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）と、コントローラと、マイクロコント
ローラと、状態機械などと、を包含するように広く解釈されるべきである。いくつかの状
況の下では、「プロセッサ」は、特定用途向け集積回路(application specific integrat
ed circuit)（ＡＳＩＣ）、プログラマブル論理デバイス(programmable logic device)（
ＰＬＤ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ(field programmable gate array)（
ＦＰＧＡ）などを意味することができる。用語「プロセッサ」は、処理デバイスの組合せ
、例えば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰ
コアと組み合わされた１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または他のそのような任意
のコンフィギュレーション、を意味することができる。
【００９６】
　用語「メモリ」は、電子情報を記憶することができる任意の電子コンポーネントを包含
するように広く解釈されるべきである。用語メモリは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ
）、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、不揮発性ランダムアクセスメモリ(non-volatile 
random access memory)（ＮＶＲＡＭ）、プログラマブルリードオンリーメモリ(programm
able read-only memory)（ＰＲＯＭ）、消去可能プログラマブルリードオンリーメモリ(e
rasable programmable read only memory)（ＥＰＲＯＭ）、電気的消去可能ＰＲＯＭ(ele
ctrically erasable PROM)（ＥＥＰＲＯＭ）、フラッシュメモリ、磁気または光学的デー
タストレージ、レジスタなど、様々なタイプのプロセッサ可読媒体を意味することができ
る。メモリは、プロセッサが、そのメモリから情報を読み取り、かつ／またはそのメモリ
に情報を書き込むことができる場合に、プロセッサと電子通信していると言われる。プロ
セッサと一体化されたメモリは、そのプロセッサと電子通信している。
【００９７】
　用語「命令」および「コード」は、任意のタイプのコンピュータ可読ステートメント（
単数または複数）を含むように広く解釈されるべきである。例えば、用語「命令」および
「コード」は、１つまたは複数のプログラム、ルーチン、サブルーチン、ファンクション
(functions)、プロシージャなどを意味することができる。「命令」および「コード」は
、単一のコンピュータ可読ステートメント、または多数のコンピュータ可読ステートメン
トを備えることができる。
【００９８】
　ここにおいて説明される機能(functions)は、ハードウェア、ソフトウェア、ファーム
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ウェア、またはそれらの任意の組合せの形でインプリメントされることができる。ソフト
ウェアの形でインプリメントされる場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に１つまたは
複数の命令として記憶されることができる。用語「コンピュータ可読媒体」または「コン
ピュータプログラムプロダクト(computer-program product)」は、コンピュータによって
アクセスされることができる使用可能な任意の媒体を意味する。例として、限定するもの
ではないが、コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭま
たは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバ
イス、あるいは命令またはデータ構造の形態で望ましいプログラムコードを搬送しまたは
記憶するために使用されることができ、そしてコンピュータによってアクセスされること
ができる他の任意の媒体、を備えることができる。ここにおいて使用されるようなディス
ク(Disk)およびディスク(disc)は、コンパクトディスク(compact disc)（ＣＤ）、レーザ
ーディスク（登録商標）(laser disc)、光ディスク(optical disc)、デジタル多用途ディ
スク(digital versatile disc)（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク、およびブ
ルーレイ(Blu-ray)（登録商標）ディスク(disc)を含み、ここでディスク(disks)は通常、
データを磁気的に再生するが、ディスク(discs)は、レーザを用いて光学的にデータを再
生する。
【００９９】
　ソフトウェアまたは命令は、送信媒体上で送信されることもできる。例えば、ソフトウ
ェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア(twisted pair)、デジタル加
入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、マイクロ波などのワイヤレス技術を使用して
、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソースから送信される場合、そのときには
同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、マイ
クロ波などのワイヤレス技術は、送信媒体の定義の中に含まれる。
【０１００】
　ここにおいて開示される方法は、説明された方法を達成するための１つまたは複数のス
テップまたはアクションを備える。方法のステップおよび／またはアクションは、特許請
求の範囲の範囲を逸脱することなく、互に交換されることができる。言い換えれば、ステ
ップまたはアクションの特定の順序が、説明されている方法の適切なオペレーションのた
めに必要とされない限り、特定のステップおよび／またはアクションの順序および／また
は使用は、特許請求の範囲の範囲を逸脱することなく修正されることができる。
【０１０１】
　さらに、図４、６、７、８および１０によって示されるものなど、ここにおいて説明さ
れる方法および技法を実行するためのモジュールおよび／または他の適切な手段は、デバ
イスによってダウンロードされ、かつ／または別の方法で得られることができることを理
解すべきである。例えば、デバイスは、ここにおいて説明される方法を実行するための手
段の転送を容易にするためにサーバに結合されることができる。代わりに、ここにおいて
説明される様々な方法は、デバイスが、ストレージ手段をデバイスに対して結合したすぐ
後、または提供したすぐ後に、様々な方法を得ることができるように、ストレージ手段（
例えば、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、コンパ
クトディスク（ＣＤ）やフロッピーディスクなどの物理ストレージ媒体など）を経由して
提供されることができる。さらに、ここにおいて説明される方法および技法をデバイスに
対して提供するための他の適切な任意の技法が、利用されることができる。
【０１０２】
　特許請求の範囲は、上記に示される正確なコンフィギュレーションおよびコンポーネン
トだけには限定されないことを理解すべきである。様々な修正、変更および変形が、特許
請求の範囲の範囲を逸脱することなく、ここにおいて説明されるシステム、方法、および
装置の構成、オペレーションおよび詳細の中で行われることができる。
　　（１）ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）によるセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のため
の方法であって、
　ユーザ装置（ＵＥ）のために帯域幅の一部分を予約することと、



(21) JP 5296192 B2 2013.9.25

10

20

30

40

50

　帯域幅の前記予約部分についての通知を少なくとも１つの干渉する可能性がある進化型
ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信することと、
　帯域幅の前記予約部分を使用して前記ＵＥとのデータ交換を実行することと、
　帯域幅の前記予約部分を解放する通知を前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅ
ＮＢに対して送信することと、
　を備える方法。
　　（２）帯域幅の前記予約部分を解放する前記通知は、前記ＵＥとの前記データ交換が
、停止しているときに、送信される、（１）に記載の方法。
　　（３）帯域幅の前記予約部分を解放する前記通知は、前記ＵＥが、アイドルモードに
入るときに、送信される、（１）に記載の方法。
　　（４）前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮＢは、自己組織化ネットワー
ク（ＳＯＮ）サーバを通して識別される、（１）に記載の方法。
　　（５）前記ＨｅＮＢは、バックホール接続を通して前記少なくとも１つの干渉する可
能性があるｅＮＢと通信する、（１）に記載の方法。
　　（６）前記ＨｅＮＢは、Ｘ２リンクを通して前記少なくとも１つの干渉する可能性が
あるｅＮＢと通信する、（１）に記載の方法。
　　（７）前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮＢは、別のＨｅＮＢを備える
、（１）に記載の方法。
　　（８）ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）によるダウンリンクのセル間干渉調整（Ｉ
ＣＩＣ）のための方法であって、
　ユーザ装置（ＵＥ）とのデータ交換を実行することと、
　測定報告を受信することと、
　第１のスルーレートで送信パワーを低減させることと、
　第２のスルーレートで前記送信パワーを増大させることと、
　を備える方法。
　　（９）タイマを開始することと、前記タイマが経過しているかどうかを決定すること
と、をさらに備え、前記送信パワーは、前記タイマが経過しているときに、前記第２のス
ルーレートで増大される、（８）に記載の方法。
　　（１０）前記ＨｅＮＢは、制限されたＨｅＮＢであり、そして前記ＵＥは、前記Ｈｅ
ＮＢについての閉鎖的な加入者グループ（ＣＳＧ）に属していない、（８）に記載の方法
。
　　（１１）前記測定報告は、前記ＵＥから受信される、（８）に記載の方法。
　　（１２）前記測定報告は、進化型ノードＢ（ｅＮＢ）から受信される、（８）に記載
の方法。
　　（１３）前記ｅＮＢは、干渉する可能性があるｅＮＢである、（１２）に記載の方法
。
　　（１４）前記ｅＮＢは、干渉する可能性があるＨｅＮＢである、（１２）に記載の方
法。
　　（１５）ユーザ装置（ＵＥ）によるダウンリンクのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のた
めの方法であって、
　ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）についての受信信号強度を測定することと；
　測定報告を作成することと、なお前記測定報告は、前記ＨｅＮＢについての前記受信信
号強度を含む；
　前記測定報告を第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信することと；
　を備える方法。
　　（１６）前記ＨｅＮＢは、制限されたＨｅＮＢであり、そして前記ＵＥは、前記Ｈｅ
ＮＢについての閉鎖的な加入者グループ（ＣＳＧ）に属していない、（１５）に記載の方
法。
　　（１７）前記第１のｅＮＢは、前記ＨｅＮＢであり、そして前記方法は、
　前記ＨｅＮＢの再選択を実行することと、
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　１度目に前記ＨｅＮＢを用いてアクセスプロシージャを実行することと、
　移動性管理エンティティ（ＭＭＥ）に登録することと、
　前記ＭＭＥからページを受信することと、
　２度目に前記ＨｅＮＢを用いてアクセスプロシージャを実行することと、
　をさらに備え、前記ＵＥは、前記測定報告を前記ＨｅＮＢに対して送信する前に、前記
２度目に前記ＨｅＮＢを用いてアクセスプロシージャを実行する、（１６）に記載の方法
。
　　（１８）前記ＨｅＮＢの再選択を実行することは、前記ＨｅＮＢからのダウンリンク
信号が、第２のｅＮＢからのダウンリンク信号と干渉しているので、起こる、（１７）に
記載の方法。
　　（１９）前記第２のｅＮＢを用いてアクセスプロシージャを実行すること、をさらに
備える（１８）に記載の方法。
　　（２０）セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のために構成されたホーム進化型ノードＢ（Ｈ
ｅＮＢ）であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶される命令と、
　を備え、前記命令は、前記プロセッサによって、
　ユーザ装置（ＵＥ）のために帯域幅の一部分を予約するように、
　帯域幅の前記予約部分についての通知を少なくとも１つの干渉する可能性がある進化型
ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信するように、
　帯域幅の前記予約部分を使用して前記ＵＥとのデータ交換を実行するように、そして
　帯域幅の前記予約部分を解放する通知を前記干渉する可能性があるｅＮＢに対して送信
するように、
　実行可能である、ＨｅＮＢ。
　　（２１）帯域幅の前記予約部分を解放する前記通知は、前記ＵＥとの前記データ交換
が停止しているときに、送信される、（２０）に記載のＨｅＮＢ。
　　（２２）帯域幅の前記予約部分を解放する前記通知は、前記ＵＥがアイドルモードに
入るときに、送信される、（２０）に記載のＨｅＮＢ。
　　（２３）前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮＢは、自己組織化ネットワ
ーク（ＳＯＮ）サーバを通して識別される、（２０）に記載のＨｅＮＢ。
　　（２４）前記ＨｅＮＢは、バックホール接続を通して前記少なくとも１つの干渉する
可能性があるｅＮＢと通信する、（２０）に記載のＨｅＮＢ。
　　（２５）前記ＨｅＮＢは、Ｘ２リンクを通して前記少なくとも１つの干渉する可能性
があるｅＮＢと通信する、（２０）に記載のＨｅＮＢ。
　　（２６）前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮＢは、別のＨｅＮＢを備え
る、（２０）に記載のＨｅＮＢ。
　　（２７）ダウンリンクのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のために構成されたホーム進化
型ノードＢ（ＨｅＮＢ）であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶される命令と、
　を備え、前記命令は、前記プロセッサによって、
　ユーザ装置（ＵＥ）とのデータ交換を実行するように、
　測定報告を受信するように、
　第１のスルーレートで送信パワーを低減させるように、そして
　第２のスルーレートで前記送信パワーを増大させるように、
　実行可能である、ＨｅＮＢ。
　　（２８）前記命令は、さらに、タイマを開始するように、そして前記タイマが経過し
ているかどうかを決定するように、実行可能であり、前記送信パワーは、前記タイマが経
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過しているときに、前記第２のスルーレートで増大される、（２７）に記載のＨｅＮＢ。
　　（２９）前記ＨｅＮＢは、制限されたＨｅＮＢであり、そして前記ＵＥは、前記Ｈｅ
ＮＢについての閉鎖的な加入者グループ（ＣＳＧ）に属していない、（２７）に記載のＨ
ｅＮＢ。
　　（３０）前記測定報告は、前記ＵＥから受信される、（２７）に記載のＨｅＮＢ。
　　（３１）前記測定報告は、進化型ノードＢ（ｅＮＢ）から受信される、（２７）に記
載のＨｅＮＢ。
　　（３２）前記ｅＮＢは、干渉する可能性があるｅＮＢである、（３１）に記載のＨｅ
ＮＢ。
　　（３３）前記ｅＮＢは、干渉する可能性があるＨｅＮＢである、（３１）に記載のＨ
ｅＮＢ。
　　（３４）ダウンリンクのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のために構成されたユーザ装置
（ＵＥ）であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶される命令と、
　を備え、前記命令は、前記プロセッサによって、
　ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）についての受信信号強度を測定するように；
　測定報告を作成するように、なお前記測定報告は、前記ＨｅＮＢについての前記受信信
号強度を含む；そして
　前記測定報告を第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信するように；
　実行可能である、ＵＥ。
　　（３５）前記ＨｅＮＢは、制限されたＨｅＮＢであり、そして前記ＵＥは、前記Ｈｅ
ＮＢについての閉鎖的な加入者グループ（ＣＳＧ）に属していない、（３４）に記載のＵ
Ｅ。
　　（３６）前記第１のｅＮＢは、前記ＨｅＮＢであり、そして前記命令は、さらに、
　前記ＨｅＮＢの再選択を実行するように、
　１度目に前記ＨｅＮＢを用いてアクセスプロシージャを実行するように、
　移動性管理エンティティ（ＭＭＥ）に登録するように、
　前記ＭＭＥからページを受信するように、そして
　２度目に前記ＨｅＮＢを用いてアクセスプロシージャを実行するように、
　実行可能であり、前記ＵＥは、前記測定報告を前記ＨｅＮＢに対して送信する前に前記
２度目に前記ＨｅＮＢを用いてアクセスプロシージャを実行する、（３５）に記載のＵＥ
。
　　（３７）前記ＨｅＮＢの再選択を実行することは、前記ＨｅＮＢからのダウンリンク
信号が、第２のｅＮＢからのダウンリンク信号と干渉しているので、起こる、（３６）に
記載のＵＥ。
　　（３８）前記命令は、さらに、前記第２のｅＮＢを用いてアクセスプロシージャを実
行するように、実行可能である、（３７）に記載のＵＥ。
　　（３９）セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のための装置であって、
　ユーザ装置（ＵＥ）のために帯域幅の一部分を予約するための手段と、
　帯域幅の前記予約部分についての通知を少なくとも１つの干渉する可能性がある進化型
ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信するための手段と、
　帯域幅の前記予約部分を使用して前記ＵＥとのデータ交換を実行するための手段と、
　帯域幅の前記予約部分を解放する通知を前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅ
ＮＢに対して送信するための手段と、
　を備える装置。
　　（４０）帯域幅の前記予約部分を解放する前記通知は、前記ＵＥとの前記データ交換
が、停止しているときに、送信される、（３９）に記載の装置。
　　（４１）前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅＮＢは、自己組織化ネットワ
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ーク（ＳＯＮ）サーバを通して識別される、（３９）に記載の装置。
　　（４２）ダウンリンクのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のための装置であって、
　ユーザ装置（ＵＥ）とのデータ交換を実行するための手段と、
　測定報告を受信するための手段と、
　第１のスルーレートで送信パワーを低減させるための手段と、
　第２のスルーレートで前記送信パワーを増大させるための手段と、
　を備える装置。
　　（４３）タイマを開始するための手段と、前記タイマが経過しているかどうかを決定
するための手段と、をさらに備え、前記送信パワーは、前記タイマが経過しているときに
、前記第２のスルーレートで増大される、（４２）に記載の装置。
　　（４４）制限されたＨｅＮＢであり、そして前記ＵＥは、前記ＨｅＮＢについての閉
鎖的な加入者グループ（ＣＳＧ）に属していない、（４２）に記載の装置。
　　（４５）前記測定報告は、バックホール接続上で進化型ノードＢ（ｅＮＢ）から受信
される、（４２）に記載の装置。
　　（４６）ダウンリンクのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のための装置であって、
　ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）についての受信信号強度を測定するための手段と；
　測定報告を作成するための手段と、なお前記測定報告は、前記ＨｅＮＢについての前記
受信信号強度を含む；
　前記測定報告を第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信するための手段と；
　を備える装置。
　　（４７）前記第１のｅＮＢは、前記ＨｅＮＢであり、そして前記装置は、
　前記ＨｅＮＢの再選択を実行するための手段と、
　１度目に前記ＨｅＮＢを用いてアクセスプロシージャを実行するための手段と、
　移動性管理エンティティ（ＭＭＥ）に登録するための手段と、
　前記ＭＭＥからページを受信するための手段と、
　２度目に前記ＨｅＮＢを用いてアクセスプロシージャを実行するための手段と、
　をさらに備え、前記ＵＥは、前記測定報告を前記ＨｅＮＢに対して送信する前に、前記
２度目に前記ＨｅＮＢを用いてアクセスプロシージャを実行する、（４６）に記載の装置
。
　　（４８）セル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のために構成されたワイヤレスデバイスのため
のコンピュータプログラムプロダクトであって、その上に命令を有するコンピュータ可読
媒体、を備え、前記命令は、
　ユーザ装置（ＵＥ）のために帯域幅の一部分を予約するためのコードと、
　帯域幅の前記予約部分についての通知を少なくとも１つの干渉する可能性がある進化型
ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信するためのコードと、
　帯域幅の前記予約部分を使用して前記ＵＥとのデータ交換を実行するためのコードと、
　帯域幅の前記予約部分を解放する通知を前記少なくとも１つの干渉する可能性があるｅ
ＮＢに対して送信するためのコードと、
　を備える、コンピュータプログラムプロダクト。
　　（４９）ダウンリンクのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のために構成されたワイヤレス
デバイスのためのコンピュータプログラムプロダクトであって、その上に命令を有するコ
ンピュータ可読媒体、を備え、前記命令は、
　ユーザ装置（ＵＥ）とのデータ交換を実行するためのコードと、
　測定報告を受信するためのコードと、
　第１のスルーレートで送信パワーを低減させるためのコードと、
　第２のスルーレートで前記送信パワーを増大させるためのコードと、
　を備える、コンピュータプログラムプロダクト。
　　（５０）ダウンリンクのセル間干渉調整（ＩＣＩＣ）のために構成されたワイヤレス
デバイスのためのコンピュータプログラムプロダクトであって、その上に命令を有するコ
ンピュータ可読媒体、を備え、前記命令は、
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　ホーム進化型ノードＢ（ＨｅＮＢ）についての受信信号強度を測定するためのコードと
；
　測定報告を作成するためのコードと、なお前記測定報告は、前記ＨｅＮＢについての前
記受信信号強度を含む；
　前記測定報告を第１の進化型ノードＢ（ｅＮＢ）に対して送信するためのコードと；
　を備える、コンピュータプログラムプロダクト。
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